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序説　鎮西学院１３５年に流れる精神とは何か。
　鎮西学院は、欧米の18～19世紀のキリスト教信
仰覚醒運動の中で、その先陣を切ったメソジスト
派の日本伝道の拠点の一つとして設立された。活
水女学院は、鎮西学院の２年前に設立されてい
る。両校は、北米メソジスト派の九州伝道の本拠
地だったのである。北米メソジスト派の世界伝道
戦略の中で設立された学校なのである。いわば、
世界史的な契機の中で設立された学校といえるで
あろう。
　鎮西学院に即していえば、今年10月に創立135
年を迎える。この135年を一貫して流れる精神
は、もちろんキリスト教の精神である。イエスの
譬え話に即していえば、鎮西学院に蒔かれた種
は、果たして良い「土」だったのか、それとも悪
い「土」だったのか。（「種まく人の譬えの説明」
マルコ福音書４章13節～20節）
　北米メソジスト派の九州伝道の拠点の一つとし
ての鎮西学院は、本来の設置目的は、九州伝道の
中核となる聖職者（牧師）を創り出して行くこと
であった。そのことによって九州地区の日本人に
よる自立的な伝道を展開して行くという意図が
あった。もちろん、学校であるから聖職者だけで
なくクリスチャン・マインドを持った教養人を輩
出して行くことも同時に目的とした。
　カブリ英和学校から鎮西学館、そして鎮西学院
に続く初期の時代は、神学科を持ち、多くの聖職
者を生み出した。とくに沖縄県は、メソジスト派
九州教区に含まれていたので、コレル宣教師や
シュワルツ宣教師たちが沖縄伝道に力をいれた。
その結果、沖縄県のクリスチャン青年たちが鎮西
学院神学科に進学して、牧師として沖縄県に戻り
自立的な沖縄伝道を展開していった。沖縄学の祖
となった伊波普猷は、メソジスト派の沖縄伝道と
深い係わりの中で活躍した。
（一色哲「南島キリスト教史入門」参照「福音
と世界」誌2014年11月号から16回にわたって連
載中）
　神学科からは多くの牧師を生み出したが、同時
に、宮崎滔天（中途退学）のような中国革命に身
を投じた革命家や田添鉄二のように正規に神学を
学び米国シカゴ大学へ留学し、後に社会主義者と
なり明治期社会主義の礎を築いた人物も生み出し
た。彼らは、日本の近代化の抱える深刻な矛盾を
抉り出したのである。その根底には、神学科で学
んだキリスト教の透徹した倫理観があったのは確
かである。
　鎮西学院も一つの経営体であり、米国メソジス
ト派から経済的な助成はあったものの学校経営
は、当初から困難が続いた。生徒数の拡大は、最
大の課題であった。神学科が関西学院に吸収され
たのも入学者数の減少が原因であった。
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　キリスト教の新しい文明に惹かれて外国留学を
夢みた青年たちも、日本の近代化が進展するにつ
れて耶蘇教（キリスト教）の学校に敢えて入学す
る必要性をそれほど強く感じなくなっていった。
もちろん、それは明治政府に続く戦前までの政府
が、絶対君主的天皇制を危うくする危険性をキリ
スト教の教理の中に敏感に感じとったからであ
る。とくにキリスト教学校は、政府絡みで露骨な
嫌がらせを受けた。
　もう一つには、政府が官学（国公立学校）の優
位性を強く打ち出してきたからにほかならない。
もちろん、政府の官学優位性は、キリスト教学校
ばかりではなく私学一般にも及んだ。公務員の待
遇においても官学の優位性は歴然としていた。
　神学科を失った鎮西学院は、明治時代末期から
クリスチャン・マインドを持つ教養人を世に出す
ことをミッションとする旧制中学校となった。も
ちろん、数名の米国人宣教師が常駐しており、キ
リスト教の他に、英会話を教えた。極めて特徴の
ある中学校であった。後に鎮西学院院長となる千
葉胤雄のように、卒業後に米国のオハイオ・ウエ
スレヤン大学のようなメソジスト派大学に留学す
る生徒も少なくなかった。もちろん、聖職者(牧
師)となるために神学校へ進学する生徒も少数で
はなかった。
　数的に多くはなかったが、後に天文学の大家と
なる秋吉利雄海軍少将などのようにクリスチャン
の子弟もこの学校に集った。九州には、男子の
ミッション・スクールは、鎮西学院と熊本の九州
学院（ルーテル派）だけであった。後に、福岡に
バプテスト派の西南学院が設立されるが、それま
では九州・沖縄のクリスチャンの子弟たちは、こ
の２校で学んだ。
　しかし、明治時代末期から、この学校の校長
（院長といった）の頭を悩まし続けたのは、経営
の問題とキリスト教の教理が決して反天皇制では
ないことの論証の問題がであった。とくに、昭和
に入り軍国主義が強まると配属将校が鎮西学院で
も幅を利かせる時代となった。
　第16代院長の川崎升は、キリスト教信仰の土着
化を目指して、長崎の新聞等にも論陣を張り、九
州人の尊敬する西郷隆盛が好んだ「敬天愛人」を
スクール・モットーとした。もっとも「敬天愛
人」は、旧幕府の儒学者であった中村正直（幕末
に幕府派遣生を引率して渡英し、帰国後クリス
チャンになった。号を敬宇といった）の「敬天愛
人説」(明治元年出版)が維新の頃に広まり、西郷
も好んでこの言葉を使った。もっとも、その語源
は、清朝の康熙帝がローマ法王の使者に贈った扁
額「敬天愛人」に由来する。（太田愛人「明治キ
リスト教の流域」昭和54年 築地書館刊参照）
　鎮西学院が、日中戦争から第二次大戦中まで政
府や軍部によって閉校させられなかったのは、
「敬天愛人」のスクール・モットーと一時的にチャ
ペル（昭和19年）を休止したことに尽きる。いわ
ば、「敬天愛人」を採用した川崎升院長の思想的
な機転が、鎮西学院を救ったといっても過言では
ない。更に、日中戦争・第二次大戦時中に、障害
を持つ生徒や華僑の子弟や朝鮮人子弟（もちろ
ん、日本の侵略政策によって「日本人」となっ
た。）を多く受け入れたのもこのモットーを盾に
したからである。
　昭和20年８月９日、米軍による原爆投下によっ
て校舎は灰塵に期し140人を超える爆死者と数多
くの原爆症患者を出した鎮西学院は、敗戦の中で
長崎市内を放浪した。卒業生とクリスチャンの助
力受けて奇跡的に諫早の旧海軍病院跡に、仮校舎
を見出す。
　ミッションボード（北米メソジスト派教会本
部）は、鎮西学院の再建を危ぶむが、18代院長千
葉胤雄の国際性を持つ労作教育のビジョンによっ
て再び、諫早の地で再興することになる。もちろ
ん、ミッションボードや米国を中心とするメソジ
スト教会や世界のクリスチャンの多大な支援に
よって再興できたのである。
　千葉は、国際性を持つ労作教育そして大学の設
置も視野においている。思想的根底においては、
千葉のビジョンによって、現在、鎮西学院は、幼
稚園・高等学校・大学を持つ学園となったといっ
ても過言ではない。
　北米メソジスト派の世界宣教戦略の中で設置さ
れた鎮西学院は、九州・長崎の土壌の中で、茨の
道を歩む。キリスト教宣教という意味に限定すれ
ば、明治末期までの時代には、その目的をほぼ達
成することが出来たのではないか。しかし、日本
が軍国主義の道をひた走りアジア侵略を拡大して
行く時代には、キリスト教は全くの無力であり、
自らの組織を守ることに翼々としていた。宣教ど
ころではなく、細々ながら信仰の火を守ることが
課せられた最大の責務であった。
　敗戦後、存立の危機にあったが、千葉胤雄院長
のビジョンによって新しい時代に対応できる学校
として再興した。今年135年を迎えて、鎮西学院
にとって、次の時代の新しいビジョンを持つこと
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が喫緊の課題であることはいうまでもない。本稿
は、その手がかりをさぐるという位置づけにある。
　ただ、それは鎮西学院という学校法人を存続さ
せることであって、キリスト教宣教という意味で
はない。もはや鎮西学院は、教育機関であって宣
教のための機関ではない。もちろん、鎮西学院の
存立がキリスト教宣教と無関係ではない。学校教
育の中で、小さい業であろうとキリスト教宣教の
種を蒔く機関であることはいうまでもない。
　メソジスト派だけでなく、キリスト教各派の世
界宣教は、アジア諸国では、教育と医療の分野で
のみ民衆の支持を受けたという総括（後出、塩野
論文参照）は、まさに正鵠をえているといえるで
あろう。
　鎮西学院に蒔かれた種は、はたして良い土で
あったのか。
１節　「何故、宣教師たちは、アジア宣教（ある
いは世界）に出たのか。」
　鎮西学院の創立者ロング師を初め多くの宣教師
たちが中国や日本、朝鮮国などアジア諸国へ伝道
のため渡ってきた。もちろん、アジアだけでなく
宣教師たちはアフリカへも渡っている。ロング師
自身は、もともとアフリカ伝道を志したとその日
記に書いている。（後出：鮫島盛隆「ＣＳロング
日本宣教記」参照）
　宣教師たちは、殆どが若かった。これらの若者
を突き動かしたものは何だったのか？
　19世紀初頭にイギリスから独立したばかりの米
国で第二次の信仰覚醒運動（Evanglical Movement）
が起った。もちろん、第一次の信仰覚醒運動は、
イギリスでジョン・ウエスレーのメソジスト運動
だった。ウエスレーは、世界を「わが教区」と考
えていたので、世界宣教は、メソジスト派が一番
熱心であった。
　第二次信仰覚醒運動の中で、プロテスタント各
派が、世界宣教を始めた。この運動は、米国国内
でも神学校や大学の設立を促進していった。世界
宣教に従事したのは、これらの学校で学んだ宣教
師たちが多かった。彼等は、決して国家の利益に
動かされていたのではない。あくまでも、個人の
信仰に基づくパッションと教派の理念に基づいて
行動したのだった。
　しかし、アジア地域での宣教は、イスラム教
（西アジア）、仏教（東南アジア・中国）、儒教（中
国・朝鮮国）に阻まれ、大きな成果は挙げること
ができなかった。ただ、教育活動と医療活動は、
アジア諸国の近代化の中で、大きな支持を得た。
彼等は、教育活動を通じて欧米文化を教授し、地
域社会と信頼関係を築く手がかりとした。それを
通してキリスト教伝道を行おうとしたのである。
（塩野和夫「プロテスタントのアジア伝道」［西南
学院大学国際文化論集］2008年参照）
２節　「神」と「上帝」を巡って～中国語版聖書
の翻訳を中心に～
　イギリスではイギリス国教会（The Anglican 
Ｃhurch）にも信仰覚醒運動が起り1795年にロン
ドン伝道会が設立された。アジア・アフリカへ若
い有能な宣教師が送りだされた。アフリカへ派遣
された著名なリビングストンもその一人である。
　中国に送りだされたのが、ロバート・モリソン
であった。モリソンが初めて中国にやって来たの
が、1807年、26歳のときであった。以来27年間を
主に広東省広州市とマカオを宣教して1834年に当
地で没している。
　モリソンについては、福田恒太郎「ロバート・
モリソン」（教文館1974年）、柳父章「ゴッドと上
帝」（筑摩書房1986年）に詳しい。
　モリソンが中国に赴任したころは、中国も禁教
令がしかれており、宣教活動は殆どできなかった
が、27年間に聖書の翻訳を行いと英華字典を編纂
した。在清の英国人から深く信頼されており、イ
ギリス本国では中国研究者として高名であった。
モリソンが没したのは、中国とイギリス間のアヘ
ン戦争が始まる６年前であった。
　モリソンは、equalityという視点をもって翻訳
を始めている。聖書の翻訳も英語と中国語で等し
い意味を持つ言葉で行われたが、しかし、正確な
等しい意味を持つかについては期待してはならな
いと述べている。
　1819年にモリソンは、同じくマラッカの宣教師
ミルンと共にマカオで最初の中国語版聖書「神天
聖書」を完成した。同年にイギリス人宣教師
Ｊ.マーシュマンが、アルメニア人ラザールの協
力で中国語版聖書を翻訳している。この聖書は、
インドで中国系インド人のために翻訳されたもの
である。モリソンとは、なんの関連もなかった。
　モリソンは、ＧＯＤを「神」と訳している。し
かし、アヘン戦争以降にイギリス人にも中国語が
出来る人々も増加して、1840～50年代にモリソン
の訳には異論が出された。1843年に上海で持たれ
た聖書改訳委員会で委員長の宣教師メドハースト
は、ＧＯＤを［上帝」と訳出している。そこで、
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大きな論争が起きた。
　ブリッジマンは、モリソンの「神」を支持して
いる。両者は、それぞれに翻訳を行った。ブリッ
ジマンは、アメリカ人宣教師カルバートソンと共
に翻訳を進め、1861年に新約聖書を1863年には、
旧約聖書の翻訳を完成した。当然にＧＯＤは、
「神」と訳された。
　ペリー提督の日本来航の主席通訳官は、ウイリ
アムスであった。彼は、ブリッジマンの仲間の宣
教師であった。当然、最初に、日本に持たられた
聖書は、ブリッジマン・カルバートソンの中国語
版聖書であった。
　聖書の日本語翻訳は、アメリカ人宣教師ブラウ
ン、ヘボン、グリーンや植村正久、新島襄らによ
る東京聖書委員会の手によって行われ、1887年に
旧約聖書の翻訳が完成した。この翻訳は、1955年
に日本聖書協会による口語訳聖書が出来るまでい
わば公式の日本語訳とされてきた。
　その際に、参考にされたのが、ブリッジマン・
カルバートソンの中国語版聖書であったことはい
うまでもない。
　しかし、日本ではＧＯＤ「神」の翻訳について
は、中国においてのように論争にはならなかっ
た。まさに、すんなりと「神」の言葉が使われ
た。もちろん、中国における「神」（she, n）と日
本における「神」とは概念が違う。かつて津田左
右吉は、聖書の神は、従来の日本の神概念を切り
捨てるものであると異議を申し立てている。（柳
父章「前掲書」pp123～4）
　ここで話を少しモリソンへ戻してみたい。モリ
ソンの「神天聖書」が中国で出版されたのは、
1832年のことであった。中国ではキリスト教は、
禁教であったので、当然に広まらなかった。マ
ラッカで宣教師ミルンによって洗礼を受けた梁阿
発が広東に戻り、モリソンの下で学び、キリスト
教を広めるという強い意思を持っていた。モリソ
ンは、梁阿発に牧師の資格を与えた。
　梁阿発は、「勧世良言」という９巻からなるキ
リスト教のパンフレットを作り1833年の科挙試験
の会場で配っている。その後も、広東省で科挙試
験の度に配布した。この「勧世良言」は、中国人
の心を動かすものがあった。このパンフレット
が、キリスト教を正確に伝えるものであるかにつ
いては議論のあるところである。
　しかし、このパンフレットを受けたった人のな
かに後の太平天国の指導者・洪秀全がいたのであ
る。彼は、広東省の俊才であったが、科挙試験に
は、何故か合格しなかった。1843年に「勧世良言」
を読み返し、感動して拝上帝会を組織し、宣教を
始める。1847年広東省にいたアメリカ人宣教師ロ
バーツを訪ね２ヵ月勉強して、洗礼を希望した
が、許されなかった。同年に広西省の拝上帝会に
赴き3000名のリーダーとなる。1851年１月広西省
の金田から武装したい１万人を集め清朝支配者と
対決する。いわいる太平天国の乱の始まりである。
３節　「プロテスタント教派の日本宣教の視点～
どういう社会階層を対象としたか？」
　1872年横浜で、第一回宣教師会が開催された。
改革派教会のＳ・Ｒ・ブラウンが会長となる。こ
の宣教師会では、フルベッキの日本宣教方針であ
る「高い社会階層の人々から始めるべきである」
という路線が採択された。
　聖書の翻訳も「日本人の四分の一位の教育ある
階層に、すなわち、漢文の聖書が読める程度の
人々にしか理解できないこと」を承知の上で、聖
書の翻訳が進められていったのである。
　もちろん、こうした方針に対して、すべての宣
教師が賛同していた訳ではない。バプテスト派の
ジョナサン・ゴーブルは、労働者階級も読むこと
ができる平仮名訳の聖書を作ることを主張してい
たが、彼が翻訳事業の支援を求めて米国に帰国し
ている間に、彼を排除して、この方針決定がなさ
れたのである。
　翌年ブラウンは、横浜にブラウン塾をはじめ
た。植村正久らが学んでいる。この方針こそが、
プロテスタント教派の日本伝道の基本方針となっ
た。
　こうした日本宣教の姿勢への根源的な異議は、
賀川豊彦の出現まで待たなくてはならい。（倉橋
克人「二つの記念事業~賀川豊彦の献身が問いか
けるもの～」[「福音と世界」2010年.９月号]）
　メソジスト派から九州伝道に派遣された宣教師
ビソン師は、長崎を拠点として活動した。デビソ
ン師も、第一回宣教師会の方針の従って、九州伝
道の拠点である長崎に青少年の教育機関の設置を
北米メソジスト教会本部に要請した。女子教育機
関については、ＷＦＭＳ（メソジスト監督教会婦
人外国伝道協会）へ、男子教育についてはメソジ
スト監督教会外国伝道局へと申請した。直ちに、
ＷＦＭＳは、ベテランの教育者ラッセル女史とそ
の協力者としてギール女史を長崎に送り込み1879
年（明治12年）から女子学校を始めた。活水女学
院の始まりである。メソジスト監督教会外国伝道
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局は、青年牧師でカレッジの校長の経験にあるロ
ング夫妻に白羽の矢を立て1881年（明治14年）か
らカブリ英和学校を創設した。
　いずれの学校も米国のカレッジ水準の教育実践
を目標としている。ラッセル女史は、このことを
明言している。もちろん、カレッジという場合、
現在用いられている単科大学という意味ではな
い。中学校から高校水準と考えてよいだろう。デ
ビソンも明治日本の知的階級であるある士族を中
心に伝道しており、両校の生徒たちも当然なが
ら、士族層や当時の富裕層の子女・子弟たちなど
であった。
４節　Ｃ.Ｓ.ロング宣教師夫妻のカブリ学校の建
学思想とその限界
　鮫島盛隆著の『Ｃ.Ｓ.ロング日本宣教記』（鎮西
学院　昭和49年刊）によれば、ロング師がカブリ
英和学校を開学して直ぐの1881年11月29日に「神
よ、願わくは、この学校をして数千の青年たちを
迷信や偶像崇拝や不信仰のあやまりから抜け出さ
せ、祝福された救いの岩へと導くかがり火となさ
せ給え。願わくは、この国において、キリスト教
信仰を守る多くの人材をこの学校から輩出するこ
とを得させ給わんことを」と自らの祈りを記して
いる。この祈りは、実は、ロング師だけの祈りで
はなかった。日本に派遣された多くの宣教師たち
が同じ思いであったろう。ロング師の気持ちは、
痛いほど分かる。
　しかし、この姿勢の中に、残念ながら被援助国
への根本的な蔑視の視座があることを指摘してお
きたい。これは、中国伝道においてもアフリカ伝
道についても同じことを指摘できる。
　この点を鋭く指摘したのは、中国伝道を親子二
代にわたって行ったパール・バックであった。残
念ながら日本のキリスト教徒で、この問題を明ら
かにした人は寡聞にしてしらない。（ただ、アフ
リカの神学大学で教鞭をとった経験のある田川建
三は、アフリカの聖者とされるアルベルト・シ
バィツアーが、現地の多くの神学生たちから、帝
国主義者と呼ばれていることを作品に書いてい
る。）
　パール・バックは、長老派に属してしたが、
ノーベル文学賞を受賞するかなり前に、長老派の
中国伝道が、中国の文化や宗教を評価しないだけ
でなく、遅れた文化として軽蔑する姿勢を持って
いると批判した。パールは、中国民衆が困ってい
ることに援助すべきであり、中国の持つ固有の文
化・宗教を高く評価すべきであると主張した。し
かし、長老派は、パールの宣教師としての資格を
剥奪した。パールは、有名な「大地」でノーベル
賞を受賞したのではなく、対象作品は、「母の肖
像」「戦う戦士」であった。これらの作品は、中
国伝道をした父母の記録に基づいているが、父母
の中国民衆への深い理解と支援、暖かな人間関係
の中で、多くの民衆がキリスト教徒となったこと
を描いている。これが、世界の人々に大きな感動
を与えたのであった。長老派への批判の文学と
いっても過言ではないだろう。
　ロング師も日本の文化・宗教に対して迷信・偶
像崇拝として排除する立場に立っている。ここ
に、ロング師の時代的な制約と限界があることを
率直に認めなくてはならない。
５節　宣教師たちの教えたキリスト教と生徒たち
　ロング師の日記に従えば、カブリ英和学校を始
めた時、18人の生徒たちが集ったと記されてい
る。どのような生徒たちであったのか明らかにす
る史料はない。ただ、この生徒たちの中に、豪商
トーマス・グラバーの長男である倉場富三郎がい
たことは、残された写真の中で明らかである。
　ロング師へのトーマス・グラバーの期待が大き
かったことが分かる。その後、倉場富三郎は、皇
族・貴族の子弟の教育機関である学習院へと進
む。更に、オハイオ・ウエスレヤン大学に留学
し、その後、ペンシバニア大学で学んでいる。
　ロング師が、この学校で「クリスチャン・ジェ
ントルマン」の育成を目標としたことは、日記か
ら明確である。ロング師は、この学校をキリスト
教聖職者の育成だけでなく、もっと広い英語ので
きるクリスチャン・マインドを持つジェントルマ
ンを育てようとしていたのである。
　ロング師のいう「ジェントルマン」は、どのよ
うな含意があったのだろうか。本来的には、イギ
リス近世の大地主階級を意味した言葉であった
が、19世紀には、家柄ではなく、学歴を持ち徳の
ある教養人を意味するようになった。現代的にい
えば、世界に通用する倫理性の高い教養人という
含意であったと思われる。米国での19世紀のカ
レッジ・レベルの教育をめざしたのである。当時
のカレッジは、ジェントルマンの育成を目指した
からである。
　最初の１年間は、ロング師一人で教育をしてい
たらしい。まさに、マン・ツウ・マンの教育で
あった。ロング師から直接指導を受けた生徒たち
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の記録はないが、日本語も覚束ないロング師と英
語が覚束ない生徒たちの授業運営は、緊張の連続
ではなかったろうか。テキストも米国のカレッジ
のものであり、これを読みこなす生徒たちの努力
は、大変なものであったろう。多くの学生が米国
へ留学している。
　しかし、生徒たちの倫理性の誇るべき高さは、
ロング師に続く、宣教師たちの教育の成果であろ
うか。カブリ英和学校から鎮西学館そして鎮西学
院初期に至るまでそれぞれの試験には、試験監督
はいなかった。鎮西学院五十年史によれば、生徒
たちの間でも、カンニングは、チート（ずる）と
呼ばれ最低の行為だとされた。
　生徒たちが色町をうろついたり、当時のはやり
歌をうたうことは、教師たちによってではなく生
徒たち自身によって鉄拳制裁が下されたと記され
ている。
　カブリ英和学校の末期に、学んだ宮崎滔天（寅
蔵）は、その著『三十三年の夢』に宣教師たちが
ノン・クリスチャンの学生を差別することを極め
て批判的に描いている。ただ、生徒たちの倫理性
の高さにも触れている。在学中に宮崎滔天は、ユ
ダヤ教の放浪者のレビと知り合い、彼の影響を受
けて退学する。後に、孫文と歴史的邂逅をして中
国革命に身を投じて行く。
　生徒たちの倫理性の高さは、キリスト教への信
仰に基づくものであったのだろうか。滔天も描い
ているようにノン・クリスチャンの学生も学んで
いたのであるからキリスト教信仰とばかりは言い
切れぬように思うが、生徒たち全員が、キリスト
教の価値観を共有していたのであろう。
　生徒たちの殆どが、士族の出身であり、士族の
行動規範は、儒教に基づいていた。キリスト教の
価値観と儒教の価値規範に相通じるものがあった
といってよいだろう。
 （前編・了）
